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鵜状 菌（ク ロ カ ビ）に．由来 ず るβ■－G lykosidase の特 異 性
羽田 正義
さ≠
l さ
壱Ⅰ． 緒 言
β－G lucosidase＝β－G a址 tosidase・な る考 えは既 に 且 H elrericも（1）（2）に郎 甘桃 恥 ulsin に於て、又三輪 障士及 そ
l
の共同研究者（10）に依 つて杏 及 ソテツの酵素 に於 て茸謹 され丁こ所であ るが 、而 も三輪 障士 その他の研究声 に依 れば（9）、T a恵一
adiastase 及 ク ロカビの酵素で は丙背は全 く璃 立別個の もの ど見 られ るか ら、 これ ら二程 の事茸は酵素起源 の如何 に依つ
で何 れ か に左 右 され る もの ど推 測 され る0
そこで筆者 は クロカ申 紹興酒菌 R もizopus ebinensi5 な る二種の耕 状菌 を用い、傑件 を色 々に欒 えで培養 し†：所 の菌髄
に由来す る酵素 に於 て も、果 しで如上の事即 唱 られ るか香 かを明か にし、併せで ∝－0 1ueo油 紀 は如何な る系列 に属
すべ きものな るか を究 明し、同時 に叉 H olosidase ビ H eterosidase 亡の異同問題 にも解 れ て見たい ざ思つ て本 質験 を行 つ
／†こ。
何今回は紙数 に制 限が あ ろので クロカビは関す る茸鹸の一部分のみ を哉表 し、他 は次回 に譲 るこ定ビし†こ。
終 に臨み懇 篤 なる指導 ′正接助 を賜つ †こ恩師理畢博士三輪知堆 先生及貴重 な る賢験材料 を輿 え られ丁こ青 山化撃研究所員藤
崎 三雄氏 に封 し深甚 なる感謝の意 を表 す01 ∫ ‘
害臥 茸験材料 及方法
（ i ） 供試辟状菌は クロカ ビ A spergillus N iger で ある0 叫
（ii） 培養傑即 しては 栄養素、柑 、湿度、濾慶、光線等種 々考えられるが、ここでは栄養素のケを取上げ、而 も宋
素源 及宅素源 の種類及畳†ごけを欒 えで培養 して見†こ0 即 ち袈 素源 芭しては庶臥 ア ラピ ノーゼ、穿芽汁こ葡萄糖 、マン 昌
11
哺芭
反應混合液を300士0．1の恒温稽に入れ一定時間反應れ 郎 こ後 1cc（還元糖の場合は0油 e）・を取 ら、生 じ†こ（或は増加
は一次反應 亡して計算 し†こ。即 ち次し†こ）還 元糖 をSもa的 r一弘 rtm 乱nn 氏微 量定量法 に依 つて定量 し†こ0 速度恒数 （女）
式によつて求め†ニ。
k＝÷ 10ga
a・－・ Ⅹ
t ＝作用時間（分）
酵素白身多少の還舟呼 示すも甲 遥遠 主盲槍‾妄行つて義正し†こ0 ■l l ′ lJ ’■’J l「，J 、 ノ ー ノ■
書取 ／茸験成績及考察 。
β－ G lucosida氾 β－G al乱払 sidase・ 収 －G lueosidase 及所謂 H olosi血 se ビ H eterosi血 se ビの異 同問題 に就 では多数
乱＝作用前 の基質量 Ⅹ＝ t 時間に分解 され †こ基質量
の意見が あるが 、筆 者の琴 曲 に依 そ亡第 1 表 の如 き結果 亡なつ†こ0
倍各酵素標品は記述 の便宜上次 の如 くA ， お， C ‥‥‥順の符耽 を以 て示 、丁こ 0
≠
第1 表 ク ロカ ビ酵素 の種 々 な る基 質 に封 す る作 用 比
＼く
第 1 表 を一党す るに、さ第 一に P もeu oト β－ d－G l110SCid ビ M etblyト β－d－G ll氾OSid 及 C e11ulo seの所謂 β－G luensid
の場合 は培蕃條件が如何 に欒 え られて もそれに封 す る酵素 の作用比は殆 ど欒化 ないが 、唯 ⊥の酵素標品D の C ellobiose に
封す る作用比 （2．82）のみは、 同一基質 の他 の場合 に比較 し七は るか に大 きい0 この事は之奪三つ の基質 に作 用す る酵素
が、同一の β－G lucこ）Sidase であ るか否か の同題 ざ関連 してい るので軽硯出来ない。／そこで同 じ菌倍か ら略 同一條件下 で
造られ丁こ酵素液 に就 で、 加熱 に依 ら、否朽性 化 し丁こもので その作 刷 ヒに攣 らカラないか香か を攣、してみ †ニe 結果 は第 2 表 の如
くで あ る。 、
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第2 表 クP カビ酵素－p （穿芽汁培養）の加熱
不活性化に よる作 用比 の欒化
基質
療品 蝕－β－Gl
班e－β－G l O ell（）
原液 0 ．011 l  l ． 虎
加熱 慶 理 液 0 ．17 1 1．55
’ （（；000 で30分 加熱）
／
第 2 表 に依 れば、C ellob10je に封 す る作 月批 は前 の 2・82の場 合に比 して可成 ち小 さく、殆 ど第 1 表 に於 け る他 の酵素榛
品の・C ellobiose 七 封 す る それ 芭攣 らない こ 亡′が 分 る0 或 は この 同題 モネ C ellobiase に はこ 嘩 短 あつ で∵ つ は β－ G lucosid
も C 。1l。bi。Se も共 に分 解 し、 偶 の⊥ っ は 叱 ellobiose の み を分 解 す る もの 芭考 え る こ 引 こよつ て もー應 理 解 拘 束 る。 然 し
く
これは今 後更 に樺 山の酵素 の分別虚理 によつ て解 決 きるべ き問題であろ うo  J ＼
如 問題は 血叫 1⊥β－Glふ〇Sid 、に封する原榔 素の如 化（0・011）である0 帥も同瑠 華を加熱 こ依柿 活性化し
†こ場合 に却 つて大 きい作 用比（0．175）を・示 してい る こ芭亡封照 してみ る亡、向一起源 の βT G lucosidase で も決 して単 一
のもの で は な い 亡 も考 え られ る。′
第二 に P も。n。ト ∝－ d－G 加 osid 亡 M altose 亡の場 合に就 てみ るに、 その作用比 の欒イヒか ら、 これ等 両者 に関東 する
酵素 ビ β－G lucosi如 e l芭は明 らか に全然別個 の もの ど考 え られ喀0
叉 ∝ － G ll氾OS呈d ase ビ M al如 e 亡 も明 らか に異 る こ さ、 向 じ く第 1 表 乃 至 第 3 表 に 見 る通 ちで ぁ る0
第3 、表 ．クロカ ビ酵素 の P llenOト ∝－ d－G lucosid 及 M alt呼 に封す る作用比
（ 第 1 表 よ り誘 導 ）
∫地軸鵡棚占拠中ダム軒転一連省赫鵬 叫鵬赫怒沖触
第 3 表 に於 て、殊 に酵素梗品 A 皇A ′、B ビB ′芭は タン ニン庭矧 こようて明 らか に k －G lucosi血se 芝地 Itase 亡が分別
され丁こものの如 くに見え る。三輪博士等（占）によれば、酵母酵素、 タカヂ フ ォクーゼ及 クロカ ビ酵 素では少 くども 班山ねSe
、第三にやは ら第 1 卦 羊於 け る β－ G lucosi血 se ざ β－G 乱址 tosidase どの異同問題であ るが、 これは その作 用比 の比較
から明 らか に別 系 琉 の もの ど考 え て よい 。 この鮎 に閲 し三 輪 博 士 並 に その 協 同研 究 者 に よれ ば タカヂ ア ス タ ーゼ 及 ク．ロカ
ビで は 、 β－ G lucosi血 se 芭 β－ G 乱I乱立tosidase ビは 相 互 に異 る もの で あ ら（9）、 之 に 反 し杏 、 そて つ の 他恐 ら く全 て の さ
くら唇植物 に凝 ては両者 は同一酵素 であ るが（10）、而 も自然掛 こは酵素 の起源如何 によつ て、 β－ G l00 OSi血 se ビ β－G 乱卜
乱立tosi血 se 芭 は同 ∵ 酵 素 で あ る場 合 もあ る し、 文金 然 別 偶 の酵 素 で あ る場 合 もあ る 亡考 え られ る（9）0
第 四に P benoト β－d－G 乱1乱貼 sid に閲興 す る酵素が果 しで L 乱CtOSe の それ 正岡 ヰで あ るか香かの問題であ るが 、第
1 表乃至 第 4 表 に就 て見 るに従来考 え られ てい†こよ うに卑 して同一酵素であ るか香か 多少 の疑念 なし 芭しない。
第 4 表 クロカ ビ酵素 の P もenoト β∵d－G 乱l並 tosid 及 L 胱tOse ．に封 する作用比
（第 1 表 よ り誘導）
芭∝－ G lucpsidase ′どは別 個 の 酵 素 芭考 え られ る。
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即ち第4 表に就て見るに、殊に酵素標晶C の丙基質に封す硝 用比は他の基質に頗 して甚†ごし は きく、之に封し同
じくB の場合は著しく小さい0 叉酵素鮎 A 紬 ′、脚 ′芭紺 較して見てもクンニ僻 こよつてその作用比の相違
する こ 芭が 分 る0そこで β一G al舶 d に作用する酵素紬 tnse を分鮒 る酵素亡は違うかも知れ抑 硝 想されるので、加熱不活
性化 し†こものl泡 てその作用比紺 較 してみ†こ0 結果は那 表の如 くである0
1
第 5 表 ク ー カ ビ酵素 － C （ア ラピ ノー ス、べプ ト蛸 養）の
加熱不 活性化 による作用塊 の欒化
即ち加熱に・よる不活性化庭帥 ょその作用比には雛 靴 がな く相愛 らす大きい0 この鮎†ごけか ら見れば β一組 to一
s 血 se 亘 L 乳血 Se 亡は明 らか に別種 の酵素 亡兄 られ る0
亡一 ‾′J ′■ ■‾ ノ ‾ I ■ ▼穿芽汁網 養配 する酵素に就て賛助を革覆して見†こ。結果は第 6 表の如 くである0
廃 6表 糖化 させ抑 或は糖化 させ†こ穿芽汁で培養し†こクP カビ酵素の作用比
S ；d a ，Se ヒ l」乳C l泡 Sビ こ lよ り1 り 〟 ′l－〟リrlヨ三＞ノH T ノl－ ‾ ′‾ ′ ‾／第五に賦 源に乳酌 用い†こ場合、－」益tase の分解能は強くならないで却つで小さく抑 、るにも不拘、変芽汁璃
香し丁こ酵素標品に於ては M altase の作用比が可成榊 くなつてい る矧 こかんがみ、果して仝での場合にそうであるか
香かを掛 こする目郎 、前述の雑 多芽汁培養の酵素に於てのみ特に濠想外に晒 し丁こ二、三 の問題を解附 る目的か
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卜β＼、酵素療孟＼ 基質＼＼＼ ＼ f 血－β －G l朋：e－β －G l o ello ト∝－Glも班81t S aedl －GalL act画面蓼柵タロ カ ビ の 酵 素（第一回培養），＿一－－・㌦未糖化蓼芽汁 で培養 したタ ロ カ ビ の．酵 素
0 ．22
1
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0 ．03
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0 ．20
0 ．16
5 ．51
0 ．52
9 ．10
3 ．0 6
0 ．57
0 ．18
糖化蓼芽汁で培養 した
クロ カ ビ の 酵 素
（第二回培養）
0 ．17 1 ．64 1 ．13 3 ．18 0 ．33 0 ．13 0 ．02
糖化 蓼 芽 汁 で ク ロ カ ピ
ヲ培 養 L た残 液 0 ．31
1 ．72 1 ．38 6 9．0 6．6 5 ≧ 0 ．26 0 ．24
第 6 表 の通璧 に よつ て次 の こ芭が分 る0
1） 第一の考察に於て問題 声なつ た酵素標 晶p の C ellobiose に封 す る作 用比が 、他 の標 品のそれ に比較 して造かに大 き
かつた こ引 こ始 まる杷 憂は この茸験 では否定 され丁こb 即ち本義 によれば β－G ll肥OSi血se ビ C ellob iase ビは同一酵素 の如
く親祭 され る。然 しなが ら第 1 表の問題の作用比（2・82） も軽視 出来 ない こど勿論で ある0
2） ∝－G lu印Sidase 芝 地 1ねS占 E は大腰違 う亡見て よいが 、正確 を期 す る意味か ら更に酵 素の分別操作 れ 丁こ後の作
用比 を 見 る必 要 が あ ろ う0
3） 培 養 基 を糖 化 させ †こもの ど、 きせ 巧 い もの 云の M altase の 琴 さに封 す る見解 は、 直 接 菌 慣 よ ち得 られ †こ酵 素 は寧 水
ろ普通で、培養 後の残液 （歯髄 を取除 いた残 ちの液） に由来 す る酵素 は甚†ごし ほ い どしたい0 これ は恐 ら くM 地 se の
に終 け易 い 性 質 に よ る もの 亡考 え られ る0 ．
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第9 表 （第 5 表 に封 する測定値 ）
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中匿
要．約
ク ロカ ビ を材 料 亡す る G lyk osid乱Se の特 異 性 に就 で 研 究 し†こ0
クロカ ビを異 る條 件で培養 し、 それか ら得 られ丁こ酵素標 品の作用比 を測定 して比較 し†こo
pもenol 性 の β一触 osid乱Se、∝一G lueosidase、β－G 年Ia加 sid品e は夫欄 立別個の酵素であるこ亡が詔ゆ られ
β－G lueosid は垂 で同一酵素即 ち β一触 0油 se に よち分解 され るもののよ うで あ るが、 －・二 の例外 もあつ丁こ
ので断言 は出来 ない0 叉同一起源の β－G lbeo抽 se で も決 して鼠一の もので はない らしい0
5） ∝－G lucosid ビ 旭 1tose 芭 は全然別系統 の酵素 によち分解 さ、れ る ものの よ う「中 る。
6） 加熱不活性化 し丁こ酵素 の茸験 によれば β－G 血 如osi（l ビ L 乱CtOSe に開興 す る酵素 引 ま違 うか も知れ抑 0
7） 変芽汁で培養 し丁こ場合の菌掛 畑 の残液は M altas8 ’の分解能が甚†ごしく大 きい0 これは 馳 Itase が水に溶け易い
性質 に よ る も の で あ ろ う古 事 ＼
＼
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